
算数・数学科にお る患号室 ⑫判断力・表現力的と うえヲヨ

1 忠J活力とは

三省堂辞林21(1998）に思売は「①考えること，またその考え。」とおり，考云る i土「m知i
せて論理的iザ，筋］草を？己う 9 また，そろして結論や判断を得る。」とあ，与c またヲ広辞蒐第六版（2008)

の思考に「②（哲） (l）広義には人間心知的作用の総称。思惟，.(D狭義lこはフ感性p意欲の作用 i土区別jし

て，概念＠判断・推理の作用を（，＇，う。知的 il'l観をこれに加え :s5見主あそ。Jとある。づまり 3 思考を説

明するのに判断と＼，＼フEきがノ弔いられているう 'itふ思考はかね；り丘；しし！悶iさ：であるということが分かる。

l10 

「思布刀というのは非芹，1::::11>, ＼一船13'ヲな概念；であるからーそれを伸ばす具体的な指導を見村けにく

との思考力には知識や技能を適切に償うことも含まれでI，、ょうが，数学的な考え方手、適切に d使う力

その主要な部分で、ある。・」（片1fci重男（2009）算教の芋力とは［可か）と述べ［フれているように、数

学的な思考とはヲこれまでら算数。数~c;可4の主要紅白出とされてきた。数学的な考え方である。思考 A

般を意欲的lこしようとしているかどうかは関｛，， .意欲・態度心評価対象であ ｛~ ,, 

2 判断力とは

集英社国語辞典（1993）に判断とは「ある事柄について，真偽・善思 e美醜などを評価しヲ考えをま

とめ，決めることっJとあり，広辞苑第六版（2008）に判断力とは「①物事を正しく認識・評価＠決断

する精神的能力。」とある。間断力とは正しいことが求められる選択カであり，思考力とはの項で見た

通り思考と密接な関係にあり 切り／~！~してとらえることのできない概念であるじ判断に基づいて，思

考を進めるとも言えるし，思考した結果判断できたとも言える。根拠を挙げて選摂したのなら q 思考，

根拠を明確にできないまま選択したむなら，直観である。

3 表現力とは

集英社国語辞典（1993）に表現は「①人間の内面にある思想＠知識 t 感情＠感覚などを他者が具体的

に知覚。認識できる言語・音楽 6 絵画・彫刻＠表情 身振ち・行動などの形で外面に表すこと。ま

そのように表したもの。」とありヲいろいろな教科で表現力を伸ばす必要があることが分かる。

数学的な表現力と（j:，具体物（半呉除牧！を含む）や記号（数量：；，表ヮ用語，図，グラフなど）で、表現

する力，すなわち，抽象化（具体化人記号化，数量化フ！iYl形化という数学的な考え方に当たる。記号

などで表そうとし，記号むどをよもうとし 記号などを基に考えょっとすることである。

表現は誰に対して行われるのか。自分にラ他人に。同じ他人でb，自分のクラスにヲ他のクラスにと

いろし 1ろである。そのとき大事なことはその人：と意識しと，よみやすt＼ように表現しようとすること。

誰に対して表現するのかの誰が変わればヲ表現Jも変わる）認にがごド司ワードlこむつアドる。よみやすい

ようにという思いやりの気持ちを発揮するのはq みんなで考え合って，よりよいものを求めやすくする

ためマ了ある。

白汁に対しては泊 HS考h力を節約でき 解決心仕方を見付けやずいようにつ

よみやすいよっに表現を工夫する。マ7のために，具体化して簡単にする D

・/i投｛七Lやすくする a 数量化してE確にするラ図形化して：おかりやすえするじ

も，数学的な考え方とでのよ与がヰ！Jいになる。

他人に対してLt，正佳で

して簡潔＠明確にしヌ

な表現力の指導で

ぺ 本学校習におけ~.判断力のとらえ方と数学的立考え方とのつながり

オ三宇守交i重iでとらえ亡いる半ijrfj庁｝］を肯てるとき，子どをに在日系三5せられる

しゃ街道を立て「数学的i'J根拠そ迂：にする」ときに帰杭句思｝在、演i；事，

λ方，「よれ~： ~ ＼ものを；選約す；；；）＿：ときに発展，ー陸化と Lもか$す三万で;y，る。
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i~E括的担握， l~i数とハう
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